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【手続補正書】
【提出日】平成20年3月25日(2008.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放熱性基板と、
　前記放熱性基板上に略線状に配列した複数個のＬＥＤと、
　前記ＬＥＤの中で、連続して配置される二個以上のＬＥＤを一括して囲繞するリフレク
タと、及び
　前記ＬＥＤの光を導入する光導入面と、及び導入光を放射する発光面とを有する導光板
と、
　を備えて、
　前記光導入面が、前記導光板の少なくとも一つの端部の裏面に形成されており、
　該端部位置の導光板端面が、導入光を反対側端面方向に反射する傾斜を有する、
　ことを特徴とするバックライト装置。
【請求項２】
　リフレクタがは取付部を有し、該取付部を利用して、該リフレクタと、前記放熱性基板
と、及びヒートシンクとが連結するようネジ止めされることを特徴とする請求項１に記載
のバックライト装置。
【請求項３】
　放熱性基板は段差を有するヒートシンクからなり前記ヒートシンクは凹部ないし溝部（
段差を含む）を有し、該凹部ないし該溝部に前記リフレクタと前記放熱性基板が段差に嵌
入されていることを特徴とする請求項２に記載のバックライト装置。
【請求項４】
　前記複数個のＬＥＤが、複数個の青色発光ＬＥＤと、複数個の赤色発光ＬＥＤとを含み
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、
　前記青色発光ＬＥＤの光が照射する位置に黄系ないし黄緑系蛍光体をさらに備える、請
求項１から３のいずれかに記載のバックライト装置。
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